
 

 

平成 26 年度 

 

 

  各会計歳入歳出決算に係る主要施策の成果 

 

及びその予算執行に関する実績報告書 

（教育委員会関係）



【 教 育 】 

 

１ 教育委員会の活動状況 

（１）教育委員会議等の運営及び開催状況等 

教育委員会議については、毎月 1 回を目安に開催しており、平成 26 年度において

は、12 回開催した。 

（２）教育委員会議の内容 

会議は原則公開であり、人事に関する議案を審議する場合等では出席委員の過半数

をもって秘密会とする場合があるが、平成 26 年度における傍聴者は皆無であった。 

教育委員会議で審議された内容別の件数は次のとおりである。 

【付議内容及び件数】 

○ 人事、服務に関すること ・・・・・・・・・・ 6 件 

○ 条例、規則の制定、改廃に関すること ・・・・ 1 件 

○ 教育関係予算に関すること ・・・・・・・・・ 7 件 

○ 各種委員の選任に関すること ・・・・・・・・ 4 件 

○ その他報告・連絡事項について ・・・・・・・ 53 件 

（３）教育委員会議以外の活動状況 

教育委員会議以外の活動として、町理事者及び校長会や教頭会との意見交換会、学

校現場の状況把握を目的として、学校訪問を実施しているほか、全道や管内の教育委

員研修会や各種学校行事、教職員研修会等に参加をした。 

① 学校訪問 ・・・1 回 

学校現場の状況を把握するため、学校（小学校 4 校・中学校 2 校）を 2 日間で

訪問し、授業や施設等の視察を行った。 

授業参観 ・・・6 回 

② 校長会懇談会  ・・・1 回 

③ 教頭会懇談会  ・・・1 回 

④ 町理事者懇談会 ・・・1 回 

⑤ 各種教育委員研修会への参加 ・・・2 回 

教育行政に関する内外の情報収集や諸問題の解決に寄与するための知識を修 

得するため、北海道市町村教育委員研修会（札幌市）や宗谷管内教育委員会連合 

会主催の研修会（利尻富士町）に出席した。 
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⑦ 式典への出席 ・・・18 回 

教職員辞令交付式や成人式、また入学式、卒業式等の式典に出席した。 

⑧ 各種学校行事への参加 ・・・15 回 

礼文学発表会や学校主催の運動会、学芸会等の各種行事に出席した。 

⑨ 教職員研修会等への参加 ・・・10 回 

「保小中高教育連携」に係る研修会及び各学校間、教職員間における協議、研

修会に出席した。 

・ 4/21 礼文町教育研究会総会 

・ 5/ 9 船泊地区小中連携教育研究会 

・ 5/14 香深地区小中連携教育研究会 

・ 6/20 礼文町ＰＴＡ連合会「子育て後援会」 

・ 9/26 全道へき地複式研プレ大会 

・ 9/26 第 1 回礼文町教育研究大会 

・11/ 7 礼文町教育研究会「教育後援会」 

・12/ 5 第 2 回礼文町教育研究大会 

・ 1/30 香深地区小中連携教育研究会 

・ 2/12 船泊地区小中連携教育研究会 

（４）教育交流会 

礼文町の教育に責任を持つ 9 つの教育関係団体の代表が集まり、それぞれの立場に

おいて、その時々の教育課題について交流し、理解を得ながら礼文町の教育連携の推

進を図ることを目的に、「教育交流会」を毎月開催し、意見交換をした。 

（５）教職員の勤勉手当給与決定区分判定会議 

学校職員の勤務成績の判定は、市町村教育委員会が所管する学校に勤務する対象者

について行うこととなっているため、支給期ごとに成績区分の判定を行い、宗谷教育

局長に報告した。 

 

２ 学校教育 

本町の教育は、学校・家庭・地域の強い連携と信頼関係のもとで、子どもたちの豊

かな成長を願い、修学旅行での観光大使活動を中心とした「ふるさとに学ぶ・礼文学」 

  や、子どもたちへの基礎的・基本的な内容の確実な定着を目指した「礼文検定」の取 
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り組みなど、特色ある教育の推進を目指し、各学校において創意工夫した教育活動が 

展開されている。 

平成 26 年度は、家庭・学校・地域・行政等のより一層の連携・協力のもとに「学

校力」や「教師力」を高め、さらには教育に携わる関係者が連携協力して知恵を出し

合い「地域に根ざした教育」「地域の特性を生かした教育」の推進を図り、学校種を

越えて連携協力し、学校間はもちろん、教職員相互の良好なつながりを深め、「保小

中高の教育連携」を充実し、一人一人の個性を生かし、楽しく学べる学校づくりを目

標に一層の推進を図った。 

（１）小学校 

各学校における予算配分基準に基づき、現状に即し適正、かつ効率的な予算執行の

もとに、教育関連備品・教材の整備充実を図った。 

[学級数・児童数]                  〈各年度 5 月 1 日現在〉 

 平成 25 年度 平成 26 年度 比   較 

学 級 数 20（3） 19（3） ▲1（0） 

児 童 数 120（3） 104（3） ▲16（0） 

※（ ）内は特別支援学級の内数 

（２）中学校 

確かな学力を身に付けさせるため、毎日の学習や様々な活動に関わる教材・教具、

及び、教育関連備品を充実するため、実状に即した予算配分・執行に努めた。 

[学級数・生徒数]                  〈各年度 5 月 1 日現在〉 

 平成 25 年度 平成 26 年度 比   較 

学 級 数 8（2） 7（1） ▲1（▲１） 

生 徒 数 47（2） 55（1） 8（▲１） 

※（ ）内は特別支援学級の内数 

（３）学校施設整備 

神崎小学校遊具取替工事、船泊小学校教員住宅屋根等改修工事、香深教員住宅外壁

改修工事、香深中学校第 2 期改修工事、香深井小学校電気温水器修理、船泊小学校特

別支援教室改修、礼文小学校グランド補修、船泊中学校体育館ストーブ修繕、香深中

学校体育館電球取替など各学校や教職員住宅の維持補修に努め、児童生徒の教育環境

及び教職員の居住環境の整備充実に努めた。 
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（４）学校保健 

児童生徒が充実した学校生活をおくることができるよう、内科・歯科などの定期健

康診断や各種の予防接種・検査等を行うとともに、名寄市臨生会吉田病院耳鼻科医師

による耳鼻咽喉科検診も実施し、子どもたちの健康管理に努めた。 

（５）学校給食 

児童生徒の健康を考慮し、栄養面に配慮した学校給食の提供に心がけるのはもちろ

んのこと、子どもたちが望ましい食習慣や、食に関する自己管理能力を身に付け、自

らの健康を保持増進していくことができるよう「給食指導」を行った。 

また、安全な学校給食が提供できるよう老朽化した施設の修繕や船泊小学校給食室

照明器具取替、食缶、調理用着衣などの充実に努めた。 

（６）児童生徒への扶助 

保護者が負担する学校関係諸費の軽減を図り、教育機会を均等に確保するために、

要保護・準要保護の児童生徒援助や、遠距離通学費補助を実施し、割高な修学旅行費

用に対し、高度へき地修学旅行費補助を行った。 


